
　
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
お
よ
び
東
ア
ジ
ア

を
中
心
と
す
る
ア
ジ
ア
新
興
地
域
は
、
こ

の
二
〇
年
間
に
順
調
か
つ
急
速
な
経
済
発

展
を
遂
げ
て
い
っ
た
。そ
の
過
程
の
中
で
、

経
済
成
長
を
支
え
る
『
人
』
を
育
む
教
育

は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
の
か
。
そ

の
教
育
の
歴
史
と
変
化
を
知
る
た
め
の
文

献
を
紹
介
す
る
。

　
ま
ず
、
教
育
の
第
一
段
階
で
あ
る
幼
児

教
育
を
知
る
資
料
と
し
て
、
池
田
充
裕
、

山
田
千
明
『
ア
ジ
ア
の
就
学
前
教
育
』（
明

石
書
店
二
〇
〇
六
）が
あ
る
。
本
書
で
は
、

東
・
東
南
ア
ジ
ア
九
カ
国
（
韓
国
・
中
国
・

台
湾
・
ベ
ト
ナ
ム
・
タ
イ
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・

マ
レ
ー
シ
ア
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
）
の
就
学
前
教
育
の
歴
史
的
経
緯

と
最
新
動
向
、
教
員
育
成
制
度
や
幼
児
教

育
方
法
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
経
済
成

長
に
比
例
し
て
早
期
教
育
が
過
熱
化
し
、

園
児
の
獲
得
競
争
の
た
め
に
、
ピ
ア
ノ
、

英
語
、
算
数
と
い
っ
た
お
稽
古
事
が
幼
稚

園
・
保
育
園
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
導
入
さ

れ
て
い
る
現
状
な
ど
が
、
写
真
や
実
例
を

踏
ま
え
て
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
て
い

る
。

　
次
に
ア
ジ
ア
の
教
育
制
度
の
全
体
像
を
掴

む
に
は
、
Ｙ
ｏ
ｎ
ｇ　

Ｚ
ｈ
ａ
ｏ
『
Ｈ
ａ
ｎ

ｄ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ　

ｏ
ｆ　

Ａ
ｓ
ｉ
ａ
ｎ　

Ｅ
ｄ

ｕ
ｃ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
：
a　

c
u
l
t
u
r
e　

 

P
e
r
s
p
e
c
t
i
v
e
』（
Ｒ
ｏ
ｕ
ｔ

ｌ
ｅ
ｄ
ｇ
ｅ　

二
〇
一
一
）が
参
考
に
な
る
。

本
書
は
ア
ジ
ア
を
五
つ
の
文
化
（
中
国
、
日

本
、
イ
ス
ラ
ム
、
仏
教
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
）
に

分
け
て
論
じ
て
お
り
、各
文
化
圏
の
教
育
史
、

教
育
制
度
、
課
外
活
動
に
つ
い
て
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
。
比
較
教
育
に
関
す
る
文
献
は
、

国
別
比
較
論
を
展
開
す
る
も
の
が
多
い
が
、

本
書
は
文
化
的
側
面
か
ら
教
育
制
度
を
比
較

し
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
メ

リ
カ
に
お
け
る
ア
ジ
ア
系
移
民
の
歴
史
や
、

彼
ら
が
ア
メ
リ
カ
の
教
育
と
文
化
を
ど
の
よ

う
に
受
け
入
れ
て
い
く
か
に
つ
い
て
も
論
じ

ら
れ
て
い
る
。

　
高
等
教
育
に
関
し
て
は
、
ア
ジ
ア
の
経

済
成
長
と
と
も
に
進
む
高
等
教
育
の
国
際

化
が
黒
田
一
雄
『
ア
ジ
ア
の
高
等
教
育
ガ

バ
ナ
ン
ス
』（
勁
草
書
房　

二
〇
一
三
）

で
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
本
書
で
は
主
に
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
の
留
学
生
・
教
員
・
大

学
の
交
流
政
策
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国

際
共
同
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
現
状
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。
本
書
に
よ
れ
ば
、
経
済
を

牽
引
す
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
ア
ジ
ア
の

教
育
の
ハ
ブ
・
欧
米
英
語
圏
の
代
替
機
能

と
の
認
識
が
高
ま
っ
て
お
り
、
欧
米
の
大

学
キ
ャ
ン
パ
ス
を
誘
致
、
ま
た
は
外
国
大

学
と
連
携
し
な
が
ら
、
広
範
囲
に
わ
た
る

学
生
交
流
を
実
現
し
て
い
る
と
い
う
。
一

方
、
同
国
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
の
他
地
域

に
学
生
を
送
り
出
し
学
ば
せ
る
と
い
う
動

機
は
弱
く
、
む
し
ろ
域
内
の
優
秀
な
人
材

獲
得
を
重
要
視
し
て
い
る
と
い
う
。
た
と

え
ば
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
学
部
奨
学
金
に
よ
り
同

国
で
学
士
を
取
得
し
た
留
学
生
は
、
卒
業

後
三
年
以
上
同
国
で
の
就
労
義
務
を
架
せ

ら
れ
、
終
了
後
本
人
が
希
望
す
れ
ば
、
自

動
的
に
永
住
権
を
得
ら
れ
る
仕
組
み
が
あ

り
、
高
度
人
材
獲
得
の
方
策
の
ひ
と
つ
と

な
っ
て
い
る
。

　
高
等
教
育
の
拡
大
を
背
景
に
、
東
ア
ジ

ア
地
域
（
こ
こ
で
は
韓
国
お
よ
び
台
湾
）

の
新
規
学
卒
者
の
「
就
業
機
会
」
が
ど
の

よ
う
に
推
移
し
た
か
を
分
析
し
て
い
る
の

が
樋
口
明
彦
・
上
村
泰
裕
・
平
塚
眞
樹
『
若

者
問
題
と
教
育
・
雇
用
・
社
会
保
障
：
東

ア
ジ
ア
と
周
縁
か
ら
考
え
る
』（
法
政
大

学
出
版
局
二
〇
一
一
）
だ
。
経
済
成
長
と

と
も
に
進
む
若
者
の
高
学
歴
化
と
雇
用
問

題
に
つ
い
て
、
韓
国
・
台
湾
・
日
本
を
比

較
し
な
が
ら
論
じ
て
い
る
。
本
書
は
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
、
ニ
ー
ト
、
ひ
き
こ
も
り
、

な
ど
の
日
本
の
若
者
問
題
を
中
心
に
扱
っ

た
も
の
で
あ
る
が
、
高
学
歴
化
が
進
む
台

湾
や
韓
国
と
の
事
例
比
較
な
ど
は
、
新
興

ア
ジ
ア
諸
国
が
今
後
抱
え
う
る
問
題
の
参

考
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
急
速
な
経
済
成
長
と
と
も
に
、
教
育
機

会
が
均
等
化
し
、
若
者
の
高
学
歴
化
が
進

む
一
方
、
社
会
の
二
極
化
や
階
層
格
差
に

悩
む
新
興
国
は
多
い
。
教
育
面
で
の
格
差

問
題
を
論
じ
た
文
献
と
し
て
、内
田
伸
子
・

浜
野
隆
『
世
界
の
子
育
て
格
差
：
子
ど
も

の
貧
困
は
超
え
ら
れ
る
か
」（
金
子
書
房

二
〇
一
二
）
が
あ
る
。
本
書
で
は
、
幼
児

期
の
保
育
・
教
育
の
機
会
均
等
化
が
格
差

是
正
の
鍵
を
握
る
こ
と
を
説
い
て
お
り
、

中
国
・
韓
国
・
ベ
ト
ナ
ム
・
モ
ン
ゴ
ル
や

発
展
途
上
国
に
お
け
る
幼
児
期
の
教
育
格

差
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
が
分
析
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
中
国
農
村
部
で
親
が
都
市

部
に
出
稼
ぎ
に
行
き
、
教
育
レ
ベ
ル
の
低

い
祖
父
母
に
田
舎
で
育
て
ら
れ
る
「
留
守

児
童
」
に
多
く
み
ら
れ
る
社
会
性
や
情
緒

面
の
発
達
問
題
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
、

幼
児
期
の
教
育
機
会
均
等
の
重
要
性
を
説

明
し
て
い
る
。

　
最
後
に
、
教
育
の
機
会
均
等
化
が
世
界

的
に
高
い
レ
ベ
ル
に
達
し
て
も
、
な
お
新

た
な
格
差
が
生
ま
れ
る
様
子
を
論
じ
て
い

る
の
が
、
石
川
裕
之
『
韓
国
の
才
能
教
育

制
度
：
そ
の
構
造
と
機
能
』（
東
信
堂　

二
〇
一
一
）
だ
。
韓
国
の
大
学
受
験
戦
争

の
厳
し
さ
は
日
本
で
も
耳
に
す
る
が
、
熾

烈
な
競
争
原
理
の
背
景
に
は
、
数
学
・
科

学
分
野
で
優
れ
た
能
力
を
も
つ
子
供
の
才

能
教
育
を
国
が
公
教
育
の
な
か
で
政
策
的

に
推
し
進
め
て
い
る
現
実
が
あ
る
。
本
書

は
、
韓
国
の
教
育
の
歴
史
を
概
観
し
な
が

ら
、
才
能
教
育
の
実
態
、
選
抜
方
法
、
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
才
能
教
育
制
度
そ
の
も

の
の
課
題
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
新
興

ア
ジ
ア
諸
国
が
、
教
育
機
会
均
等
の
成
功

の
後
に
直
面
し
う
る
新
た
な
教
育
格
差
を

考
え
る
際
の
参
考
資
料
と
な
り
う
る
。

（
お
お
く
ぼ　

の
ぞ
み
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

図
書
館
）

ア
ジ
ア
新
興
地
域
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教
育

大
久
保
望
美
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